
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◼ 趣旨 

川崎市（上下水道局）では、生田浄水場用地の有効利用を図るため、「生田浄水場用地の有効

利用に関する基本方針」及び「生田浄水場用地の有効利用に関する基本計画」に基づき策定・

公表した、「生田浄水場用地の有効利用に関する整備計画」（以下「整備計画」という。）にお

いて、市民がスポーツ活動により、健康づくりに取組み、また用地借受事業者が安定した事

業運営を行えるよう、有効利用の具体策についてとりまとめました。 

この取組みを推進するために、プロポーザル方式による上下水道局用地（生田浄水場用地）

の土地貸付に係る公募が実施され、借受適格者として特定された川崎フロンターレがこの度

基本協定を締結するものです。 

◼ 借受物件詳細 

◼ 今後の流れ（予定） 

＊進捗具合によってスケジュールは変更になる可能性があります。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

◼ 地域コミュニティに新しいネットワークや活力が、スポーツの力により

生まれることを目指しています。 

◼ 『自分の居場所がある』人々にとってあたたかい地域のシンボルを目指します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 各施設配置の考え方 

◼ 全体配置 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 災害時の一時避難場所・活動拠点となる事を踏まえて、 

緑化の推進などの取組みにより、環境負荷の低減に努めます。 

◼ 「川崎市地域防災計画」にもとづき、一時避難場所としての整備を行います。 

・ 北側ふれあい広場とクラブハウスピ

ロティ空間部分を隣接させることに

より、災害時の一時避難場所として

一体して機能する配置とします。 

・ あらかじめ事象ごとの連絡体制図、

連絡先一覧、事故対応マニュアルを

はじめとする危機管理マニュアルを

作成することにより、事前の準備・予

防を万全に行うとともに、災害時に

おける迅速な行動につなげます。さ

らに、独自の訓練や周辺・地域と連携

した防災訓練等を実施します。 

◼ 周辺環境への影響に対して、施設設備面・運営面ともに対応策を 

検討しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 施設整備面と運営面の両面から、誰もが利用しやすく使いやすい工夫を施します。 

・ インフォメーションセンターを設け、基本的

な経路や施設の位置情報等、スタッフによる

適切な案内情報の提供を行います。 

・ 地域の身近な存在として利用頻度の高い施設

にするためにも、公共施設等で広く利用され

ている「コミュニケーション支援ボード」を

設置し、啓発普及活動を推進していきたいと

考えています。 

・ ヘルプマークを見かけたら、スタッフが声を

かけることはもちろん、利用者にもそのマー

クの意味を理解、認識、協力していただける

ように施設内にポスターなどを掲示します。 

・ 「川崎市福祉のまちづくり条例」にもとづき以下の点について配慮した計画とします。 

・ 施設内の案内表示は、誰でも解りやすいように、文字の大きさや表現、色を工夫します。 

また、以下のようなサイン・シンボルマークをできる限り設置していく予定です。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ “フロンタウン生田（仮称）”構想の実現に向けて、当社理念を紡ぎながら 

当社が運営する各拠点を活用・連携した事業を推し進めていきます。 

◼ 地域との連携の考え方 

・ 地域内のさまざまな団体・組織や個人がつながり、地域コミュニティに新しい価値と継

続的にスポーツに親しめる環境を生み出します。 

・ 当社は、競技団体やスポーツ協会、地域のさまざまな団体・組織、個人が連携し、誰も

が自発的にスポーツを「する」「ささえる」「みる」ことができる仕組みづくりを“フロ

ンタウン生田（仮称）”を介して推進し、川崎の豊かな暮らし、魅力あふれる街づくりに

貢献します。 
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